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野常務は「こっちはもうひっく

り返っちゃったよ。現場から報

告がくると同時に要救助者浮上

の映像がテレビで流れているん

広島でラッピングバス 「118 番の周知」と「人材確保」

親子２代で船長 巡視艇「ひろかぜ」

　2018年の秋、海上保安協会の

宮野直昭常務とやり取りを始め

て数週間。友の会の理事を引き

受ける前提で、まずはお会いす

ることになりました。海上保安

庁の写真を撮らせたら日本一

の、毎日新聞・米田堅持記者の

写真展が銀座であるとのこと、

早速、伺うことになりました。

　作家というヤクザな商売柄、

官公庁の方と会う機会はあまり

ありません。取材で何度も警察

官からお話を伺ってきました

が、みなさん非常に敷居が高い

(笑)。きっと海上保安庁の人々

も、作家なんか胡
う

散
さん

臭く見て塩

対応なんだろうなぁなんて覚悟

しておりましたが……。

　宮野常務のなんとざっくばら

んなこと！　まるでマブダチみ

たいに接してくれます。米田記

者も私を歓迎してくださり、ギ

ャラリーを案内してくれまし

た。

　迫力ある巡視船の写真。波し

ぶきを上げるゴムボート。ホバ

リングのヘリからロープ一本で

降下する隊員……。

　作家の性です、ましてやこの

数年『新東京水上警察シリー

ズ』で海を書いてきた者の性で

す。写真を見るだけで、湧き上

がるものがありました。

　ああ、早く、また海の話を書

きたいな……。

　気が付けば、宮野常務と米田

記者は、いつかの海難救助の話

を熱く語ってらっしゃいます。

　八丈島沖第一幸福丸転覆事故

の話でした。この件は幾度とな

くマスコミに取り上げられる、

奇跡の救助劇だったと聞きま

す。巡視船「いず」の潜水士が

大活躍されたそうですが、当

時、三管本部の警備救難部長と

して指揮を執っていたという宮

だもん」と苦笑い。

　一方、報道する側の米田記者

のお話も興味深いものでした。

現場は本土からはるか南の八丈

島沖、どうしても『絵』が欲し

い、しかしヘリの燃料の残量が

……そんな中、ＮＨＫのヘリが

要救助者の映像をいち早く捉

え、先を越されてしまい、「や

られた……！」

　救助する側、報じる側の、手

に汗握る攻防に、私の作家魂は

もう、火がついていました。

　絶対、海保の話を書く。

　その後、実際に『海蝶』の執

筆に入る約２年の間に、数ある

海難救助の話を知りましたが、

構成を立てる段階でまず頭に浮

かんだのが、この八丈島の海難

事故でした。

　こうして『海蝶』の舞台は八

丈島沖に、主人公は第三管区海

上保安本部所属ということにな

ったのです。 （つづく）

八丈島沖救助の話を聞き「作家魂に火がついた」

手に汗握る攻防 主人公は三管所属に決まり

米田記者の写真展に出品された作品の１つ。二管本部が行った展示
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　入校して約５カ月が経ちまし

た。最初は慣れない生活や不安

が続き、何度も辞めたくなる時

　夏季特別日課を前に遠泳訓練

が行われました。遠泳は私が一

番不安に感じていた訓練でした

が、体力向上のためのプールで

の練習、編隊泳法と立ち泳ぎの

練習のおかげで、当日をそれほ

ど緊張することなく迎えること

ができました。

　実際に入水すると、水温は低

く、波もあり、また当日は昼頃

から急に雨が降り出し、風も強

く吹き始め、やむなく途中で上

がることとなり、自然を相手に

　私は夏季特別日課中に、仙台

航空基地の部署見学に参加させ

ていただきました。基地では新

型コロナウイルス感染症対策が

徹底されていて、基地機能を維

持することにより出動体制を万

全なものにしているのだと、現

場の緊張感を肌で感じました。

　見学中、パイロットの方から

免許取得までの道のりや、飛行

業務について詳しくお話を伺う

ことができました。中でも、学

生である私にとって「数多くあ

もありました。特に私は水泳が

苦手だったので、何度も涙を流

しながら、泳げるようになるま

でプールに通いました。その甲

斐もあって、不安ばかりだった

遠泳訓練も、バディと完泳する

ことができました。その他のさ

まざまな出来事も、クラスメー

トや分隊の仲間と助け合い、一

つ一つ乗り越えていくことがで

きました。

　残りの半年間も、卒業してか

らも、同期や先輩方を大切にし

ていきたいと強く思います。卒

業までの７カ月は、今自分にで

きること、今しかできないこと

することの厳しさを痛感しまし

た。しかし、異なるクラスの仲

間たちと途中とはいえ泳ぎ切る

ことができたのは、日々の訓練

でお互いに声を掛け合い励ま

し合っていたからだと思いま

す。

　このように支えあい１年間を

学校で過ごされた先輩方がもう

少しで現場に赴任されます。半

年間だけでしたが、教わったこ

とや思い出を胸に留め、卒業式

が何事もなく迎えられることを

る訓練も一つ一つ大切に、必死

に取り組むこと」という言葉が

印象に残っています。当然のこ

とではありますが、今自分に与

えられている環境に感謝し、よ

り多くの知見を得て成長しよう

と決意しました。

　実際に基地を見学し、将来自

分が背負う責任や、それに対す

る必要な知識や能力が明確にな

りました。今回の見学を糧に、

行動で信頼を得られる海上保安

官・パイロットになれるよう、

を全力で取り組み、どんなに苦

しくて、辛いことがあっても、

現場で役立つと信じ頑張りま

す。11月になり後輩期が入校し

たら、口だけではなく、自分か

ら率先して動いてお手本となり

たいです。

　現在、学校はコロナ対策が厳

しく実施され、外出・外泊の禁

止など、たくさんの制限があり

ます。そのような制限のある中

でも、自分たちなりに楽しいこ

とを見つけ、残りの学校生活も

無事に終えたいです。

（船舶運航システム課程主計コ

ース57期・一戸彩
あや

花
か

）

願っています。

 （管制課程第３期・中道晶
あき

乃
の

）

残り半年の学校生活も邁進して

いきたいと思います。

 （航空課程第19期・菊地仁美）

ピングしたバスは１台のみなの

で、幸運にも見かけた市民、特

に乗車した市民は良いことがあ

るかもしれない。 （六管本部）

的とした車外広告（ラ

ッピング）を打った＝

写真。

　バスは当分の間、広

島市内宇品線（洋光台

-広島駅-本通り-広島

港）を運行する。ラッ

するのはかなり珍しい出来事で

ある。

　髙橋勝利船長の話　父親がひ

ろかぜ船長として乗船した当

時、私は小学４年生でしたが、

子供ながら「いつか父さんのよ

うにひろかぜ船長になりたい」

という思いはあったものの、ま

さか本当に実現するとは思いも

よらず、辞令が出たときは「こ

れは夢じゃないよな」と少し信

じ難い気持ちになりました。私

にとって「ひろかぜ船長」は特

別なものであり、より一層海上

保安業務に取り組んでまいりま

す。 （広島警備救難課）

　六管本部は「赤バス」の愛称

で地域の人たちに親しまれてい

る広島バスの路線バスに「118

番の周知」と「人材確保」を目

　広島保安部の巡

視艇「ひろかぜ」

に親子２代の船長

が誕生した。

　親子２代目の船

長として乗船した

のは、今春まで六

管本部刑事課第一

捜査係専門員とし

て勤務していた髙

橋勝利さん（36）。髙橋さんの

父秀彰さん（64）は1993年４月

１日から96年３月31日までの

間、ひろかぜの船長として勤務

した経験があり、現在は同保安

部警備救難課救難係で再任用に

より勤務しており、父子は現

在、同じ職場で活躍中だ。ひろ

かぜは六管本部の鑑識指定船に

指定され、管内で発生する重要

事件の鑑識活動や管内職員の鑑

識技術向上のため研修に取り組

んでいる。ひろかぜに船長とし

て乗船するには上級鑑識の資格

と豊富な経験が必要であるた

め、親子２代で船長として乗船

異なるクラスの仲間と励まし合い挑戦した遠泳

仙台基地見学で肌で感じた現場の緊張感

涙を流しながらプールに通い苦手の水泳克服
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